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　ウッドカーを作ることが決まった時に、糸ノコがなく、滑らかに木が
切れないなと思い、どのような形にしようか考えました。自分は生き物
が好きなので、亀をモチーフにしてウッドカーを作ろうと思いました。
木を切り刻んで亀のこうらのようにくっつけて、作ってみることにしま
した。
デザインを書くのは難しかったです。
　隊長にノコギリや小刀の使い方を教わりました。亀のこうらの部分
を細かく切るのは大変でとても疲れました。活動の時間の中で終わ
らなかったので、色塗りは家でやりました。工夫した所は、色を少しず
つ変えて、亀のこうらを表現しました。完成した時に、自分で「ウッド
亀（カーメ）」と名前を付けたので、愛着がわきました。
　実際にウッドカー予選に出てみて、おおとね地区のスカウト達と交
流できたので良かったです。くまは銚子第3団では自分1人なので、
他の隊のくまと交流ができたのが嬉しかったです。
　実際にウッドカーを走らせてみて、色々なデザインの車があって、
面白かったです。結果が出るのが今から楽しみです。県大会にみん
なで行けるといいな。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜三浦　碧真
ウッドカーダービーに参加して

　２月２日、ぼくはウッドカーダービーに参加しました。最初に車検を
受けました。車検というのは大きさや重さでズルをしていないか検査
することです。ぼくのウッドカーは横の長さがギリギリだったので、
ホッとしました。次に、競技が始まり、ぼくの順番は９番目でした。前の
順番の人は海をモデルにして、きれいでした。距離はだいたい7ｍ
で、予想より遠くに進んで努力が実ったかと思いました。一番良かっ
たのは、色々なデザインのウッドカーを見られたことです。特にいい
なと思ったのは、香取のボーイスカウトの蛇をモデルにしたウッドカー
でした。自分もこんなウッドカーを作りたいと思いました。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜宮内　絃
ウッドカー

　はじめての車づくりでした。車づくり中にケガをするなどいろいろ
大変だったけどなんとかつくることができました。わたしは、どっち
かというとデザインに気をいれました。くまの口のところをけずった
り、カブの青と黄色でぬったりがんばりました。
　ウッドカーダービー当日、名しこうかんの時に6枚も名しをもらえ
ました。くまスカウトがレースをしている時にすごくカッコいい車が
あってかんしんしました。「わたしも負けていられないな」って思いま
した。うさぎスカウトの番になってやってみたら、4ｍも進みました。
2回目も4ｍでした。優勝できたらいいです。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜石毛　ひまり
ウッドカーダービー感想

　くるまをつくるのが楽しかったです。さいしょは、木をきってがん
ばりました。つぎにタイヤをつくりました。そのとき、タイヤをつくっ
ているあいだに、こがたなでゆびをきってしまいました。きったとき
はあまりいたくなかったけれど、あとからほんのすこしだけいたくな
り、そのあと、またいたくなくなりました。こがたなでゆびをきったと
き、みんながしんぱいしてくれて、とてもうれしかったです。つぎにこ
うさくをするときは、もっときをつけます。またこうさくしたいです。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜飯岡　青大
楽しかった工作

　ウッドカーダービーに参加するために、ぼくは先端に、ドリルが付
いている車を作りました。ナイフでちょっとずつ削って先端を丸くし
ました。きれいに丸くすることが難しかったけど、いい感じに仕上が
りました。車体の上にはTNTをのせました。TNTは爆弾です。なぜ
TNTを作ったかというとトンネルの工事現場を再現したくて、僕の
好きなマインクラフトというゲームに出てくるからです。TNTの色を
塗る事が楽しかったです。レースの結果は、1回目は646.2㎝、2回
目は823.6㎝で、15人中4位でした。あと少しだったので悔しかっ
たです。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜苫谷　稜太
ウッドカーダービーに参加して

　ぼくはボーイスカウトのウッドカーダービーに参加しました。ウッド
カーダービーは、自分で作った木の車を走らせて距離を競うレース
です。ぼくは戦争にきょうみがあるので、車のデザインを空母エン
タープライズにしました。
　まず、木のかたまりをノコギリで切りました。木を切るのはとても
大変で手がいたくなりました。細くて短い木を切って、空母の大砲を
作りました。色は本物に近づけるために灰色にぬって、飛行機が発
着できるように甲板に細い線を書きました。タイヤは竹ぐしとスト
ローとペットボトルのふたで作りました。細かいところがとても難し
かったので、隊長に手伝ってもらいながら付けました。
　レース当日、みんなの車を見るととても上手でビックリしました。
レース本番ではぼくのウッドカーは曲がってしまいあまり距離はで
ませんでした。でもぼくは空母のデザインが気に入っているのでデ
ザイン賞を取りたいです。レース以外にも初めて会う他の団のボー
イスカウトの人たちと自己しょうかいカードを渡し合いました。丁ね
いなカードをもらえて嬉しかったです。お昼ごはんをみんなで食べ
たり、とても楽しい1日になりました。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜幸保　一瑳
ウッドカーダービーに参加して

　ぼくのウッドカーは、車輪がうまく回らなかったので、あまりいい
点が取れなかったけれど、走ったのがすごくうれしいです。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜深澤　隆博
ウッドカーダービーに参加して

　私のウッドカーのコンセプトはスピードです。デザインは、柔軟な体
で足の速い「猫」にしました。猫と言っても、ただの猫ではありません。
うちの猫、名は「ココア」、生後１０か月、スタートダッシュは世界一位と
言っても過言ではありません。スピードを速くするために、タイヤに重
り（ねんど）をつけました。私は、今回初めてウッドカーダービーに参
加しました。人がたくさんいて、ドキドキとワクワクで胸がいっぱいで
した。色々なアイデアがつまったウッドカーが見られて良かったと思
いました。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜脇本　優花
猫

　ウッドカーを作る時に、できるだけ遠くに行くように工夫しました。
理由は、木をくりぬいて金属をうめこんで重くしたからです。１回目
走らせた時は、最初の方の人たちが8メートルから9メートルぐらい
走っていたのできんちょうしましたが、ぼくの記録は10メートル7セ
ンチだったので、少しはホッとしました。２回目は、１回目では左に曲
がってしまったので、少し右側に走らせたら、レールにぶつかり8メー
トルしか走りませんでした。できればもう１回やりたかったです。県大
会に出たいです。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜梅田　佳知
ウッドカーダービーに参加して

　2月２日(日)にわたしは、海上キャンプ場の体育館でウッドカー
ダービーに参加しました。他の隊の人のウッドカーは、アイロンビー
ズや貝がらを使っていて、グッドデザイン賞で負けてしまうかと思
いました。次に競技が始まり、うさぎスカウトは最後でした。うさぎ
スカウトの番になり、わたしのウッドカーが一番遠くまで走りました。
わたしは、７mくらい走り、他の隊の人は2ｍから4ｍくらい走ってい
ました。一番すごいと思ったのは、他の隊の黒いスポーツカーです。
本物のスポーツカーみたいでかっこよかったです。わたしのウッド
カーが一番遠くまで走って、うれしかったです。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜宮内　梓
ウッドカーダービー

　ウッドカーダービー地区予選会、がんばったことはウッドカーを
作ったことです。理由は、ノコギリや絵の具を使ったからです。楽し
かったことは、ウッドカーを走らせたこと、ゲームをしたこと、あとは
モップがけです。そして、お昼ご飯はおなかがすいていたので、より
おいしく感じました。閉会式と開会式は少し長かったので、たいへん
でした。けれども、無事終わって良かったです。そして、少しだけ特
別な集会でした。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜高根　璃久
ウッドカーダービーに参加して

　ウッドカーダービーでは、初めて会ったスカウトがたくさんいたけ
ど、何人かときょりをきそっていると、自然と仲良くなれてうれしかっ
たです。また、ウッドカーダービー本番より、その後にしたスカウトと
のきょりきょうそうのほうが遠くまで進んだのは悔しかったです。そ
うさ市のスカウト達のウッドカーのデザインがすごすぎておどろい
て言葉が出ませんでした。（このデザインを自分がやったら1年はか
かるな。）と思ったほどです。銚子第3団のスカウトもきょりが長かっ
たので、（上位に入れるかも？）と思いました。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜石毛　双葉
ウッドカーダービーの感想

　ウッドカーダービーに参加し、僕は作ったときに「かなり上位にい
けるのではないか」と思っていました。なぜかというと、当時僕は、重
い＝長いきょりを進むと思っていました。なので、僕は重めに作りまし
た。ところが、地区予選に行ってみると、ものすごくかるそうな車が
長いきょりを走っていたのです。この体験でかるいほうが長いきょり
を進むことが知れました。またこのような機会があった時にこの反
省を生かしてつくりたいと思います。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜中川原　誠太
不思議なウッドカー

　みんなと一緒にレースができて、楽しかったです。また、みんなで参
加したいです。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜小野　陽南太
ウッドカーダービーに参加して

　はじめにウッドカーダービーと聞いて、頭にうかんだのはぼくの大
好きなゲームの車でした。
　車検があるので、大きさや重さに気をつけてかっこいいレーシング
カーになるように木材を選びました。
集会で作った時は、まっすぐに走りませんでした。ペットボトルの
キャップに黒いテープをまいたり、まっすぐな竹ぐしを選んだり、おも
りを付けたり工夫しました。
　信太君がどんぐりをくれたのでレーサーにしようと思い、赤いぼう
しをかぶせて車に乗せました。
　地区予選では、先に長く走らせていた他の団のスカウトもいっしょ
に見守ってくれて、記録の良かった３人でドキドキしながら止まるまで
追いかけました。
　結果は１３ｍで、２人に「すごいね」と言われて僕はとてもうれしかっ
たです。
　レースが終わった後、たくさんのスカウトから「いっしょに走らせて」
と声をかけられて、楽しかったです。
　ウッドカーを作るのも楽しかったけれど、みんなでレースをしたこと
がおもしろくてとても良い経験が出来たと思います。今回の経験で
自信をもつことができました。

おおとね地区　香取第1団　カブスカウト隊｜黒田　隆惺
ウッドカーダービーに参加して

千葉県連盟結成７５周年記念事業式典

　みなさんこんにちは、私たちローバースカウトは、1998年から2006年の間に生まれまし
た。私たちのほとんどがまだ生まれていない1999年に千葉県連盟は50周年を迎え、記念
式典が盛大に行われたと聞いています。それから25年、私たちが大人へと成長していく
中で日本をはじめ世界は変化の激しい時代に突入したと感じられます。2011年には東日
本大震災という未曽有の大災害が発生し、多くの人々が明日への希望を失いかけまし
た。そして2020年には新型コロナウイルスが世界的に猛威をふるい、他の人に会えない
寂しさ、他の人とつながることのできないもどかしさを感じました。 
　こうして私たちローバースカウトが育ってきた社会には 上り坂、下り坂に加え、「まさか」
という坂が登場し、予測困難な時代を迎えました。ですが、どんな時代においても変わら
ない使命が私たちにはあります。
　他の人 に々奉仕することで自らの成長に繋げ、自分自身の将来の目標や社会との関わ
りについて考え、行動することを通じて社会で活躍できる人材に成長していきます。
　私たちが今までに得た体験や知識、技能を基に約120年続いているスカウティングの
火を絶やすことなく幸福な未来のために私たちが力を合わせ世界の課題に挑戦します。
　この２点の実現に向け、私たちローバースカウトの未来宣言といたします。 

未来宣言

令和６年１月５日
　　日本ボーイスカウト千葉県連盟
　　かわかぜ地区　流山第３団　佐藤　想蘭

　僕は、会場の船橋市民文化ホールに着いた時、何か重々しい雰囲気で、とても緊張した気
持ちになりました。
　いざ始まってみると、最初は挨拶などで緊張しましたが、75年分のボーイスカウトと千葉県
の関係の映像や、会場みんなで楽しいダンス、いままでの過去と、これからの未来を宣誓する
未来宣言など、楽しさや７５年分の思いがひしひしと伝わってきました。
　そんな思いを身に感じ、私たちは今動き出し、さらに先に進んで行こうと思います。

なぎさ地区　市川第６団　ボーイスカウト隊｜磯﨑　脩平
千葉県連盟結成７５周年記念式典に参加して

　私は千葉県連盟結成75周年記念式典で未来宣言をさせて頂きま
した。この75周年という喜ばしい時にスカウトとして活動できた事、
代表としてステージ上に立ち未来宣言をする事ができた事、とても
嬉しく思います。
　50周年記念式典から25年経ち、変化の激しい時代に突入したと
未来宣言で話しました。私達にとって記憶に新しい2020年に起こっ
た新型コロナウイルスの影響は計り知れなく、とても大変だったと思
います。緊急事態宣言で活動が自粛され、リモートでの活動やソーシ
ャルディスタンス等で思うように活動ができませんでした。また他に
も沢山の困難が立ちはだかったと思います。しかし、この困難を乗り
越えたからこそ私達は大きく成長することができたと思います。
　未来宣言をし、私は改めて人との繋がり、奉仕の重要性、社会にど
う貢献できるのかを考えることができ、今後の活動をより一層励ん
でいきたいと思いました。また未来宣言をしたからには、この宣言を
実行しこれからの未来にバトンを渡したいと思います。これからも皆
さん、活動を楽しんでいきましょう。

かわかぜ地区　流山第３団　ローバースカウト隊｜佐藤　想蘭
未来宣言

　私は船橋市で開催された「千葉県連盟結束７５周年記念式典」に
参加しました。壇上に上がって発表をするなどあまり経験することが
ないことができ、とても有意義な時間を過ごせました。
　私が一番印象に残っていることは、千葉県連盟が７５年間どのよう
な道を歩んできて、今日この日まで続いてきたのか、映像で観たこと
です。私がボーイスカウトに入団する前はどのようなことが行われ、
その積み重ねによって今の千葉県連盟があることを知りました。今
後、この積み重ねに感謝しながらそして私自身、ボーイスカウト活動
に少しでも貢献したいと思いました。映像を見終わった後、私は日本
アグーナリーに参加した感想を発表しました。人前で発表をしたので
とても緊張しましたが、体験したことを思い出しながら、しっかりと発
表できたので安心しました。
　最後に、この式典を開催してくださった方々に感謝します。人前で
の発表や仲間との交流などとてもよい経験となりました。
この経験を活かして、今後もボーイスカウト活動を頑張りたいと思い
ます。

おおとね地区　銚子第3団　ボーイスカウト隊｜永井　日菜
記念式典に出席して



ウッ
ドカーダービー

　ウッドカーを作ることが決まった時に、糸ノコがなく、滑らかに木が
切れないなと思い、どのような形にしようか考えました。自分は生き物
が好きなので、亀をモチーフにしてウッドカーを作ろうと思いました。
木を切り刻んで亀のこうらのようにくっつけて、作ってみることにしま
した。
デザインを書くのは難しかったです。
　隊長にノコギリや小刀の使い方を教わりました。亀のこうらの部分
を細かく切るのは大変でとても疲れました。活動の時間の中で終わ
らなかったので、色塗りは家でやりました。工夫した所は、色を少しず
つ変えて、亀のこうらを表現しました。完成した時に、自分で「ウッド
亀（カーメ）」と名前を付けたので、愛着がわきました。
　実際にウッドカー予選に出てみて、おおとね地区のスカウト達と交
流できたので良かったです。くまは銚子第3団では自分1人なので、
他の隊のくまと交流ができたのが嬉しかったです。
　実際にウッドカーを走らせてみて、色々なデザインの車があって、
面白かったです。結果が出るのが今から楽しみです。県大会にみん
なで行けるといいな。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜三浦　碧真
ウッドカーダービーに参加して

　２月２日、ぼくはウッドカーダービーに参加しました。最初に車検を
受けました。車検というのは大きさや重さでズルをしていないか検査
することです。ぼくのウッドカーは横の長さがギリギリだったので、
ホッとしました。次に、競技が始まり、ぼくの順番は９番目でした。前の
順番の人は海をモデルにして、きれいでした。距離はだいたい7ｍ
で、予想より遠くに進んで努力が実ったかと思いました。一番良かっ
たのは、色々なデザインのウッドカーを見られたことです。特にいい
なと思ったのは、香取のボーイスカウトの蛇をモデルにしたウッドカー
でした。自分もこんなウッドカーを作りたいと思いました。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜宮内　絃
ウッドカー

　はじめての車づくりでした。車づくり中にケガをするなどいろいろ
大変だったけどなんとかつくることができました。わたしは、どっち
かというとデザインに気をいれました。くまの口のところをけずった
り、カブの青と黄色でぬったりがんばりました。
　ウッドカーダービー当日、名しこうかんの時に6枚も名しをもらえ
ました。くまスカウトがレースをしている時にすごくカッコいい車が
あってかんしんしました。「わたしも負けていられないな」って思いま
した。うさぎスカウトの番になってやってみたら、4ｍも進みました。
2回目も4ｍでした。優勝できたらいいです。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜石毛　ひまり
ウッドカーダービー感想

　くるまをつくるのが楽しかったです。さいしょは、木をきってがん
ばりました。つぎにタイヤをつくりました。そのとき、タイヤをつくっ
ているあいだに、こがたなでゆびをきってしまいました。きったとき
はあまりいたくなかったけれど、あとからほんのすこしだけいたくな
り、そのあと、またいたくなくなりました。こがたなでゆびをきったと
き、みんながしんぱいしてくれて、とてもうれしかったです。つぎにこ
うさくをするときは、もっときをつけます。またこうさくしたいです。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜飯岡　青大
楽しかった工作

　ウッドカーダービーに参加するために、ぼくは先端に、ドリルが付
いている車を作りました。ナイフでちょっとずつ削って先端を丸くし
ました。きれいに丸くすることが難しかったけど、いい感じに仕上が
りました。車体の上にはTNTをのせました。TNTは爆弾です。なぜ
TNTを作ったかというとトンネルの工事現場を再現したくて、僕の
好きなマインクラフトというゲームに出てくるからです。TNTの色を
塗る事が楽しかったです。レースの結果は、1回目は646.2㎝、2回
目は823.6㎝で、15人中4位でした。あと少しだったので悔しかっ
たです。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜苫谷　稜太
ウッドカーダービーに参加して

　ぼくはボーイスカウトのウッドカーダービーに参加しました。ウッド
カーダービーは、自分で作った木の車を走らせて距離を競うレース
です。ぼくは戦争にきょうみがあるので、車のデザインを空母エン
タープライズにしました。
　まず、木のかたまりをノコギリで切りました。木を切るのはとても
大変で手がいたくなりました。細くて短い木を切って、空母の大砲を
作りました。色は本物に近づけるために灰色にぬって、飛行機が発
着できるように甲板に細い線を書きました。タイヤは竹ぐしとスト
ローとペットボトルのふたで作りました。細かいところがとても難し
かったので、隊長に手伝ってもらいながら付けました。
　レース当日、みんなの車を見るととても上手でビックリしました。
レース本番ではぼくのウッドカーは曲がってしまいあまり距離はで
ませんでした。でもぼくは空母のデザインが気に入っているのでデ
ザイン賞を取りたいです。レース以外にも初めて会う他の団のボー
イスカウトの人たちと自己しょうかいカードを渡し合いました。丁ね
いなカードをもらえて嬉しかったです。お昼ごはんをみんなで食べ
たり、とても楽しい1日になりました。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜幸保　一瑳
ウッドカーダービーに参加して

　ぼくのウッドカーは、車輪がうまく回らなかったので、あまりいい
点が取れなかったけれど、走ったのがすごくうれしいです。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜深澤　隆博
ウッドカーダービーに参加して

　私のウッドカーのコンセプトはスピードです。デザインは、柔軟な体
で足の速い「猫」にしました。猫と言っても、ただの猫ではありません。
うちの猫、名は「ココア」、生後１０か月、スタートダッシュは世界一位と
言っても過言ではありません。スピードを速くするために、タイヤに重
り（ねんど）をつけました。私は、今回初めてウッドカーダービーに参
加しました。人がたくさんいて、ドキドキとワクワクで胸がいっぱいで
した。色々なアイデアがつまったウッドカーが見られて良かったと思
いました。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜脇本　優花
猫

　ウッドカーを作る時に、できるだけ遠くに行くように工夫しました。
理由は、木をくりぬいて金属をうめこんで重くしたからです。１回目
走らせた時は、最初の方の人たちが8メートルから9メートルぐらい
走っていたのできんちょうしましたが、ぼくの記録は10メートル7セ
ンチだったので、少しはホッとしました。２回目は、１回目では左に曲
がってしまったので、少し右側に走らせたら、レールにぶつかり8メー
トルしか走りませんでした。できればもう１回やりたかったです。県大
会に出たいです。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜梅田　佳知
ウッドカーダービーに参加して

　2月２日(日)にわたしは、海上キャンプ場の体育館でウッドカー
ダービーに参加しました。他の隊の人のウッドカーは、アイロンビー
ズや貝がらを使っていて、グッドデザイン賞で負けてしまうかと思
いました。次に競技が始まり、うさぎスカウトは最後でした。うさぎ
スカウトの番になり、わたしのウッドカーが一番遠くまで走りました。
わたしは、７mくらい走り、他の隊の人は2ｍから4ｍくらい走ってい
ました。一番すごいと思ったのは、他の隊の黒いスポーツカーです。
本物のスポーツカーみたいでかっこよかったです。わたしのウッド
カーが一番遠くまで走って、うれしかったです。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜宮内　梓
ウッドカーダービー

　ウッドカーダービー地区予選会、がんばったことはウッドカーを
作ったことです。理由は、ノコギリや絵の具を使ったからです。楽し
かったことは、ウッドカーを走らせたこと、ゲームをしたこと、あとは
モップがけです。そして、お昼ご飯はおなかがすいていたので、より
おいしく感じました。閉会式と開会式は少し長かったので、たいへん
でした。けれども、無事終わって良かったです。そして、少しだけ特
別な集会でした。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜高根　璃久
ウッドカーダービーに参加して

　ウッドカーダービーでは、初めて会ったスカウトがたくさんいたけ
ど、何人かときょりをきそっていると、自然と仲良くなれてうれしかっ
たです。また、ウッドカーダービー本番より、その後にしたスカウトと
のきょりきょうそうのほうが遠くまで進んだのは悔しかったです。そ
うさ市のスカウト達のウッドカーのデザインがすごすぎておどろい
て言葉が出ませんでした。（このデザインを自分がやったら1年はか
かるな。）と思ったほどです。銚子第3団のスカウトもきょりが長かっ
たので、（上位に入れるかも？）と思いました。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜石毛　双葉
ウッドカーダービーの感想

　ウッドカーダービーに参加し、僕は作ったときに「かなり上位にい
けるのではないか」と思っていました。なぜかというと、当時僕は、重
い＝長いきょりを進むと思っていました。なので、僕は重めに作りまし
た。ところが、地区予選に行ってみると、ものすごくかるそうな車が
長いきょりを走っていたのです。この体験でかるいほうが長いきょり
を進むことが知れました。またこのような機会があった時にこの反
省を生かしてつくりたいと思います。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜中川原　誠太
不思議なウッドカー

　みんなと一緒にレースができて、楽しかったです。また、みんなで参
加したいです。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜小野　陽南太
ウッドカーダービーに参加して

　はじめにウッドカーダービーと聞いて、頭にうかんだのはぼくの大
好きなゲームの車でした。
　車検があるので、大きさや重さに気をつけてかっこいいレーシング
カーになるように木材を選びました。
集会で作った時は、まっすぐに走りませんでした。ペットボトルの
キャップに黒いテープをまいたり、まっすぐな竹ぐしを選んだり、おも
りを付けたり工夫しました。
　信太君がどんぐりをくれたのでレーサーにしようと思い、赤いぼう
しをかぶせて車に乗せました。
　地区予選では、先に長く走らせていた他の団のスカウトもいっしょ
に見守ってくれて、記録の良かった３人でドキドキしながら止まるまで
追いかけました。
　結果は１３ｍで、２人に「すごいね」と言われて僕はとてもうれしかっ
たです。
　レースが終わった後、たくさんのスカウトから「いっしょに走らせて」
と声をかけられて、楽しかったです。
　ウッドカーを作るのも楽しかったけれど、みんなでレースをしたこと
がおもしろくてとても良い経験が出来たと思います。今回の経験で
自信をもつことができました。

おおとね地区　香取第1団　カブスカウト隊｜黒田　隆惺
ウッドカーダービーに参加して

千葉県連盟結成７５周年記念事業式典

　みなさんこんにちは、私たちローバースカウトは、1998年から2006年の間に生まれまし
た。私たちのほとんどがまだ生まれていない1999年に千葉県連盟は50周年を迎え、記念
式典が盛大に行われたと聞いています。それから25年、私たちが大人へと成長していく
中で日本をはじめ世界は変化の激しい時代に突入したと感じられます。2011年には東日
本大震災という未曽有の大災害が発生し、多くの人々が明日への希望を失いかけまし
た。そして2020年には新型コロナウイルスが世界的に猛威をふるい、他の人に会えない
寂しさ、他の人とつながることのできないもどかしさを感じました。 
　こうして私たちローバースカウトが育ってきた社会には 上り坂、下り坂に加え、「まさか」
という坂が登場し、予測困難な時代を迎えました。ですが、どんな時代においても変わら
ない使命が私たちにはあります。
　他の人 に々奉仕することで自らの成長に繋げ、自分自身の将来の目標や社会との関わ
りについて考え、行動することを通じて社会で活躍できる人材に成長していきます。
　私たちが今までに得た体験や知識、技能を基に約120年続いているスカウティングの
火を絶やすことなく幸福な未来のために私たちが力を合わせ世界の課題に挑戦します。
　この２点の実現に向け、私たちローバースカウトの未来宣言といたします。 

未来宣言

令和６年１月５日
　　日本ボーイスカウト千葉県連盟
　　かわかぜ地区　流山第３団　佐藤　想蘭

　僕は、会場の船橋市民文化ホールに着いた時、何か重々しい雰囲気で、とても緊張した気
持ちになりました。
　いざ始まってみると、最初は挨拶などで緊張しましたが、75年分のボーイスカウトと千葉県
の関係の映像や、会場みんなで楽しいダンス、いままでの過去と、これからの未来を宣誓する
未来宣言など、楽しさや７５年分の思いがひしひしと伝わってきました。
　そんな思いを身に感じ、私たちは今動き出し、さらに先に進んで行こうと思います。

なぎさ地区　市川第６団　ボーイスカウト隊｜磯﨑　脩平
千葉県連盟結成７５周年記念式典に参加して

　私は千葉県連盟結成75周年記念式典で未来宣言をさせて頂きま
した。この75周年という喜ばしい時にスカウトとして活動できた事、
代表としてステージ上に立ち未来宣言をする事ができた事、とても
嬉しく思います。
　50周年記念式典から25年経ち、変化の激しい時代に突入したと
未来宣言で話しました。私達にとって記憶に新しい2020年に起こっ
た新型コロナウイルスの影響は計り知れなく、とても大変だったと思
います。緊急事態宣言で活動が自粛され、リモートでの活動やソーシ
ャルディスタンス等で思うように活動ができませんでした。また他に
も沢山の困難が立ちはだかったと思います。しかし、この困難を乗り
越えたからこそ私達は大きく成長することができたと思います。
　未来宣言をし、私は改めて人との繋がり、奉仕の重要性、社会にど
う貢献できるのかを考えることができ、今後の活動をより一層励ん
でいきたいと思いました。また未来宣言をしたからには、この宣言を
実行しこれからの未来にバトンを渡したいと思います。これからも皆
さん、活動を楽しんでいきましょう。

かわかぜ地区　流山第３団　ローバースカウト隊｜佐藤　想蘭
未来宣言

　私は船橋市で開催された「千葉県連盟結束７５周年記念式典」に
参加しました。壇上に上がって発表をするなどあまり経験することが
ないことができ、とても有意義な時間を過ごせました。
　私が一番印象に残っていることは、千葉県連盟が７５年間どのよう
な道を歩んできて、今日この日まで続いてきたのか、映像で観たこと
です。私がボーイスカウトに入団する前はどのようなことが行われ、
その積み重ねによって今の千葉県連盟があることを知りました。今
後、この積み重ねに感謝しながらそして私自身、ボーイスカウト活動
に少しでも貢献したいと思いました。映像を見終わった後、私は日本
アグーナリーに参加した感想を発表しました。人前で発表をしたので
とても緊張しましたが、体験したことを思い出しながら、しっかりと発
表できたので安心しました。
　最後に、この式典を開催してくださった方々に感謝します。人前で
の発表や仲間との交流などとてもよい経験となりました。
この経験を活かして、今後もボーイスカウト活動を頑張りたいと思い
ます。

おおとね地区　銚子第3団　ボーイスカウト隊｜永井　日菜
記念式典に出席して

　ぼくは、ウッドカーダービーの地区大会に出場しました。はっしゃだ
いのかくどが思ったより急でびっくりしました。ほかの人が車を走ら
せているのを見て、ペットボトルキャップにゴムを付けるとすべりにく
くなって、きょりがのびることがわかりました。あと、車りんのどまんな
かにちゃんとあなをあけないとほかのほうこうにまがったりして、きょ
りがちぢんでしまうことがわかりました。
　うまく走るためにはどうしたらよいかを考えていろいろなくふうを
するのが楽しいと思います。

かわかぜ地区　流山第３団　カブスカウト隊｜小林　輝希
ウッドカーのくふう

　私は、ウッドカーダービーに出すウッドカーの木を切るのに苦労し
ました。重さがちょうどよくなるように工夫しました。
ですが、ウッドカーダービーで実際に走らせてみると、ストローのとこ
ろが曲がっていたので、３回とも曲がって走ってしまい、いい記録に
なりませんでした。
　あと、飾りがちいかわのシールだけというのが寂しかったと思います。
　遠くまで走った記録の中でも十一メートルまで走っていたのに驚
きました。そして、うさぎ、しか、くま、の三位の中に流山第３団の人の
ものが３個もあったのがすごいと思いました。
　もしこれからウッドカーを作るということがあったら、重心が後ろに
行くように工夫し、飾りつけももう少し豪華にしたいと思います。

かわかぜ地区　流山第３団　カブスカウト隊｜萩原　実紅
ウッドカーダービーに参加して

　ウッドカーはタイヤにテープをつけただけの簡単な作りで参加しま
したが、うまく走りました。５mいきました。もっと上から走らせれば３
位になれたかもしれず、かなり悔しかったです。
　走らせる順番が一番初めになってしまい、ルールの説明が足りず
上から走らせなかったので、ぜんぜんできなくて残念でした。

かわかぜ地区　流山第３団　カブスカウト隊｜福地　真治
くやしかったウッドカーダービー

　私は何か物を作製したりするのが好きです。そんな私が、おどろく
べきことに、ボーイスカウトでウッドカーを作るという活動に参加する
ことになりました。
　ウッドカーを作製する当日、なるべく遠くに進むようにと考え、でき
るだけ木材を減らさず、重くなるようにしました。また、デザインにも
こだわりたかったので、色をぬって丸い人形を乗せました。
作っている時は、組のみんなとウッドカーのデザインを考えながら作
製に取り組みました。その時私は、「予選を通過できるといいなー」と
思っていました。当日までとてもワクワクしていました。
　私は、残念ながら別の用事で予選に行くことができませんでした。
しかし、自分の組の子が、二人も予選を通過し、県大会に出場できる
ことになって、とてもうれしく思いました。
　来年はボーイ隊に上進します。カブ隊で学んだことやウッドカーを
作ったことを忘れずに、ボーイ隊でも楽しく活動できたら良いです。

うみかぜ地区　袖ケ浦第１団　カブスカウト隊｜藤井　美帆
楽しいウッドカー作り

　話を聞いた時にウッドカーダービーってどんなものだろう？と思い
ました。実際に作ってみて作り方は難しかったけど、出来は良いなと
思いました。
　地区予選では、他の人の作品を見てすごいなと感じました。何より
他の人が10メートル以上走らせていてすごいなと思いました。自分
の車を走らせてみてそんなに距離は伸びないだろうと思っていまし
たが、本当に伸びなかったからびっくりしました。
　次やる時はもっと車をなるべく距離が伸びるような工夫をしたい
です。

かわかぜ地区　流山第３団　カブスカウト隊｜荒井　拓人
「ウッドカーダービー」に参加して

　わたしは、ウッドカーダービーにはじめてさんかしました。どんな風
にきそうのかわからなかったので、大きな台がありびっくりしました。
３回チャレンジできましたが、１回目はすごく曲がってしまい
１メートルくらいしか進みませんでした。見た目部門でさんか
し、見た目にこだわって作ったので、うまく進まなかったのか
なあと思います。でもさいごは３メートルぐらい進んだので
うれしかったです。他のたいには１０メートルいじょう進んだ
子もいました。長く進んだ子のウッドカーはどんなくふうが
されているのか見てみたかったです。見ることができたウッ
ドカーはそれぞれいろいろなくふうがされていておもしろ
かったです。また次もさんかしたいです。

かわかぜ地区　流山第３団　カブスカウト隊｜高力　風子
それぞれのウッドカー

ウッ
ドカーダービー

スカウトちば

「スカウトちば」は、日本ボーイスカウト千葉県連盟の広報誌です。 Vol.106
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表1表4

嶋田 敏裕

　今回、アクアラインマラソンの給水奉仕に参加して、これだけ大き
な規模の行事を実施するためには、多くの人々の支えや協力が必要
不可欠であるということを、改めて強く感じることができました。ま
た、ゴールをしたランナーの方々に「お疲れ様です」と声をかけると、
ランナーの方々から疲れているのにも関わらず、「ありがとう」「お疲
れ様～」などと逆に声をかけていただきました。ちょっとしたことでは
ありますが、自分たちのモチベーションにもつながり、何とも言えな
い清々しい気持ちとなり、とても嬉しかったです。今回の奉仕に参加
できたことは、自分自身にとって大変貴重な経験となり、成長させて

うみかぜ地区　君津第2団　ボーイスカウト隊｜坂本　瑛太郎
みんなで支えたアクアラインマラソン

くれたと思います。またこのような機会があればぜひ参加してみたい
と思いました。そして、これからも社会奉仕活動をしていこうと思い
ました。
　最後に、私たちがこのようなボランティアをさせていただけたのも
企画・運営されている方々がいて、それを支える方々がどんどんと重
なり、このような行事ができるのだと考えています。今回のアクアラ
インマラソンに関わられたスタッフの方々、ランナーの皆さん、ありが
とうございました。そして、お疲れ様でした。

　私が日韓スカウトフォーラム参加するのは今回で二回目です。どち
らもユーススタッフとして参加しており、今年はローバースカウトが主
体となってフォーラムを進めていきました。先輩ローバースカウト達
のリーダーシップ力にとても助けられ、頼もしかったです。
　参加者達は言語の壁にあたりながらも工夫してディスカッションに
励んでいた姿を覚えています。異なる文化やバックグラウンドをもつ
同世代の子と交流する経験はいつまで経っても色鮮やかな思い出で
あり、貴重な経験になります。三日間しかないこの事業では、それぞ
れが限られた時間の中で頑張っている姿をよく見ます。彼らにとって
思い出深いものになっていると思います。
　残念ながら、私は現在関東から離れた場所で暮らしている為、な
かなかこのようなイベントに参加しづらいですが、その中でも参加し
たいと思えるのがこの日韓スカウトフォーラムです。来年も参加した
いと思えるイベントであり、ぜひ後輩達にも参加してほしいと強く思
います。

かわかぜ地区　流山第３団　ベンチャースカウト隊｜村岡　光
私が日韓スカウトフォーラムに参加して

アクアラインマラソン2024に奉仕して

日韓スカウトフォーラムに奉仕して

　令和7年1月5日、「日本ボーイスカウト千葉県連盟結成75周年を祝う
会」が開催されました。この会は、千葉県内のスカウトと指導者が一体
となり、本連盟が75年の歴史を歩んできたことを祝福し、未来へこの運
動をつなぐモチベーションとすることをコンセプトとしました。会場の船
橋市民文化ホールには来賓も含め約400人が集まり、ローバースカウ
トの木谷実里さんと山田佳樹さんの総合司会のもと、式典の部と演目
の部の2部構成で行われました。
　式典の部では、伊藤綾音ローバースカウトと石渡悠真ベンチャース
カウトによる「おきての唱和」に続き、萩原博連盟長が「100周年、そし
てさらなる未来に向けてこの運動を発展させる」と式辞を述べました。ま
た、熊谷俊人千葉県知事からは、「皆さん一人ひとりがボーイスカウト
活動を通じて大きく成長され、輝かしい未来を切り拓かれていくことを
心から願っております」とエールをいただきました。引き続き、アダルトイ
ンスカウティング顕彰の表彰式が行われ、式典の部を閉じました。

　演目の部では、75年の歩みを振り返る映像に続いて各部門の記念
行事が紹介されました。また、第13回日本アグーナリーへの参加者有
志による手話ダンス、流山第3団を中心とするスカウト達が披露する
「ジャンボリーミッキー」で会場をダンスの渦にし、船橋第1団の伝統ス
タンツ「インディアンダンス」をスカウトと指導者でご披露いただきまし
た。最後に佐藤想蘭ローバースカウトが100周年に向けた未来宣言とし
て「社会で活躍できる成人へ成長し、幸福な未来のために世界の課題
に挑戦する」ことを誓い、片平紀行理事長の挨拶で締めくくりました。
　今回、様々な場面でローバースカウトやベンチャースカウトが活躍
し、スカウト運動の輝かしい未来を期待できる素晴らしい会になったと
思います。
　開催にあたり、年明け早々にも関わらずお手伝いいただいた皆様、
会場準備にご尽力いただいたなぎさ地区の皆様、そして実行委員の皆
様に心より感謝申し上げます。

千葉県連盟結成７５周年記念事業式典

【スカウトちばANNEX対応記事】
千葉県連盟結成７５周年記念事業のウッドカーダービーについて、たくさんのスカウトから感想を頂きました。
これらは、スカウトちばANNEXでご覧いただけます。
https://www.scout-chiba.jp/members/annex/



ウッ
ドカーダービー

　ウッドカーを作ることが決まった時に、糸ノコがなく、滑らかに木が
切れないなと思い、どのような形にしようか考えました。自分は生き物
が好きなので、亀をモチーフにしてウッドカーを作ろうと思いました。
木を切り刻んで亀のこうらのようにくっつけて、作ってみることにしま
した。
デザインを書くのは難しかったです。
　隊長にノコギリや小刀の使い方を教わりました。亀のこうらの部分
を細かく切るのは大変でとても疲れました。活動の時間の中で終わ
らなかったので、色塗りは家でやりました。工夫した所は、色を少しず
つ変えて、亀のこうらを表現しました。完成した時に、自分で「ウッド
亀（カーメ）」と名前を付けたので、愛着がわきました。
　実際にウッドカー予選に出てみて、おおとね地区のスカウト達と交
流できたので良かったです。くまは銚子第3団では自分1人なので、
他の隊のくまと交流ができたのが嬉しかったです。
　実際にウッドカーを走らせてみて、色々なデザインの車があって、
面白かったです。結果が出るのが今から楽しみです。県大会にみん
なで行けるといいな。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜三浦　碧真
ウッドカーダービーに参加して

　２月２日、ぼくはウッドカーダービーに参加しました。最初に車検を
受けました。車検というのは大きさや重さでズルをしていないか検査
することです。ぼくのウッドカーは横の長さがギリギリだったので、
ホッとしました。次に、競技が始まり、ぼくの順番は９番目でした。前の
順番の人は海をモデルにして、きれいでした。距離はだいたい7ｍ
で、予想より遠くに進んで努力が実ったかと思いました。一番良かっ
たのは、色々なデザインのウッドカーを見られたことです。特にいい
なと思ったのは、香取のボーイスカウトの蛇をモデルにしたウッドカー
でした。自分もこんなウッドカーを作りたいと思いました。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜宮内　絃
ウッドカー

　はじめての車づくりでした。車づくり中にケガをするなどいろいろ
大変だったけどなんとかつくることができました。わたしは、どっち
かというとデザインに気をいれました。くまの口のところをけずった
り、カブの青と黄色でぬったりがんばりました。
　ウッドカーダービー当日、名しこうかんの時に6枚も名しをもらえ
ました。くまスカウトがレースをしている時にすごくカッコいい車が
あってかんしんしました。「わたしも負けていられないな」って思いま
した。うさぎスカウトの番になってやってみたら、4ｍも進みました。
2回目も4ｍでした。優勝できたらいいです。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜石毛　ひまり
ウッドカーダービー感想

　くるまをつくるのが楽しかったです。さいしょは、木をきってがん
ばりました。つぎにタイヤをつくりました。そのとき、タイヤをつくっ
ているあいだに、こがたなでゆびをきってしまいました。きったとき
はあまりいたくなかったけれど、あとからほんのすこしだけいたくな
り、そのあと、またいたくなくなりました。こがたなでゆびをきったと
き、みんながしんぱいしてくれて、とてもうれしかったです。つぎにこ
うさくをするときは、もっときをつけます。またこうさくしたいです。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜飯岡　青大
楽しかった工作

　ウッドカーダービーに参加するために、ぼくは先端に、ドリルが付
いている車を作りました。ナイフでちょっとずつ削って先端を丸くし
ました。きれいに丸くすることが難しかったけど、いい感じに仕上が
りました。車体の上にはTNTをのせました。TNTは爆弾です。なぜ
TNTを作ったかというとトンネルの工事現場を再現したくて、僕の
好きなマインクラフトというゲームに出てくるからです。TNTの色を
塗る事が楽しかったです。レースの結果は、1回目は646.2㎝、2回
目は823.6㎝で、15人中4位でした。あと少しだったので悔しかっ
たです。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜苫谷　稜太
ウッドカーダービーに参加して

　ぼくはボーイスカウトのウッドカーダービーに参加しました。ウッド
カーダービーは、自分で作った木の車を走らせて距離を競うレース
です。ぼくは戦争にきょうみがあるので、車のデザインを空母エン
タープライズにしました。
　まず、木のかたまりをノコギリで切りました。木を切るのはとても
大変で手がいたくなりました。細くて短い木を切って、空母の大砲を
作りました。色は本物に近づけるために灰色にぬって、飛行機が発
着できるように甲板に細い線を書きました。タイヤは竹ぐしとスト
ローとペットボトルのふたで作りました。細かいところがとても難し
かったので、隊長に手伝ってもらいながら付けました。
　レース当日、みんなの車を見るととても上手でビックリしました。
レース本番ではぼくのウッドカーは曲がってしまいあまり距離はで
ませんでした。でもぼくは空母のデザインが気に入っているのでデ
ザイン賞を取りたいです。レース以外にも初めて会う他の団のボー
イスカウトの人たちと自己しょうかいカードを渡し合いました。丁ね
いなカードをもらえて嬉しかったです。お昼ごはんをみんなで食べ
たり、とても楽しい1日になりました。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜幸保　一瑳
ウッドカーダービーに参加して

　ぼくのウッドカーは、車輪がうまく回らなかったので、あまりいい
点が取れなかったけれど、走ったのがすごくうれしいです。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜深澤　隆博
ウッドカーダービーに参加して

　私のウッドカーのコンセプトはスピードです。デザインは、柔軟な体
で足の速い「猫」にしました。猫と言っても、ただの猫ではありません。
うちの猫、名は「ココア」、生後１０か月、スタートダッシュは世界一位と
言っても過言ではありません。スピードを速くするために、タイヤに重
り（ねんど）をつけました。私は、今回初めてウッドカーダービーに参
加しました。人がたくさんいて、ドキドキとワクワクで胸がいっぱいで
した。色々なアイデアがつまったウッドカーが見られて良かったと思
いました。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜脇本　優花
猫

　ウッドカーを作る時に、できるだけ遠くに行くように工夫しました。
理由は、木をくりぬいて金属をうめこんで重くしたからです。１回目
走らせた時は、最初の方の人たちが8メートルから9メートルぐらい
走っていたのできんちょうしましたが、ぼくの記録は10メートル7セ
ンチだったので、少しはホッとしました。２回目は、１回目では左に曲
がってしまったので、少し右側に走らせたら、レールにぶつかり8メー
トルしか走りませんでした。できればもう１回やりたかったです。県大
会に出たいです。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜梅田　佳知
ウッドカーダービーに参加して

　2月２日(日)にわたしは、海上キャンプ場の体育館でウッドカー
ダービーに参加しました。他の隊の人のウッドカーは、アイロンビー
ズや貝がらを使っていて、グッドデザイン賞で負けてしまうかと思
いました。次に競技が始まり、うさぎスカウトは最後でした。うさぎ
スカウトの番になり、わたしのウッドカーが一番遠くまで走りました。
わたしは、７mくらい走り、他の隊の人は2ｍから4ｍくらい走ってい
ました。一番すごいと思ったのは、他の隊の黒いスポーツカーです。
本物のスポーツカーみたいでかっこよかったです。わたしのウッド
カーが一番遠くまで走って、うれしかったです。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜宮内　梓
ウッドカーダービー

　ウッドカーダービー地区予選会、がんばったことはウッドカーを
作ったことです。理由は、ノコギリや絵の具を使ったからです。楽し
かったことは、ウッドカーを走らせたこと、ゲームをしたこと、あとは
モップがけです。そして、お昼ご飯はおなかがすいていたので、より
おいしく感じました。閉会式と開会式は少し長かったので、たいへん
でした。けれども、無事終わって良かったです。そして、少しだけ特
別な集会でした。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜高根　璃久
ウッドカーダービーに参加して

　ウッドカーダービーでは、初めて会ったスカウトがたくさんいたけ
ど、何人かときょりをきそっていると、自然と仲良くなれてうれしかっ
たです。また、ウッドカーダービー本番より、その後にしたスカウトと
のきょりきょうそうのほうが遠くまで進んだのは悔しかったです。そ
うさ市のスカウト達のウッドカーのデザインがすごすぎておどろい
て言葉が出ませんでした。（このデザインを自分がやったら1年はか
かるな。）と思ったほどです。銚子第3団のスカウトもきょりが長かっ
たので、（上位に入れるかも？）と思いました。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜石毛　双葉
ウッドカーダービーの感想

　ウッドカーダービーに参加し、僕は作ったときに「かなり上位にい
けるのではないか」と思っていました。なぜかというと、当時僕は、重
い＝長いきょりを進むと思っていました。なので、僕は重めに作りまし
た。ところが、地区予選に行ってみると、ものすごくかるそうな車が
長いきょりを走っていたのです。この体験でかるいほうが長いきょり
を進むことが知れました。またこのような機会があった時にこの反
省を生かしてつくりたいと思います。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜中川原　誠太
不思議なウッドカー

　みんなと一緒にレースができて、楽しかったです。また、みんなで参
加したいです。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜小野　陽南太
ウッドカーダービーに参加して

　はじめにウッドカーダービーと聞いて、頭にうかんだのはぼくの大
好きなゲームの車でした。
　車検があるので、大きさや重さに気をつけてかっこいいレーシング
カーになるように木材を選びました。
集会で作った時は、まっすぐに走りませんでした。ペットボトルの
キャップに黒いテープをまいたり、まっすぐな竹ぐしを選んだり、おも
りを付けたり工夫しました。
　信太君がどんぐりをくれたのでレーサーにしようと思い、赤いぼう
しをかぶせて車に乗せました。
　地区予選では、先に長く走らせていた他の団のスカウトもいっしょ
に見守ってくれて、記録の良かった３人でドキドキしながら止まるまで
追いかけました。
　結果は１３ｍで、２人に「すごいね」と言われて僕はとてもうれしかっ
たです。
　レースが終わった後、たくさんのスカウトから「いっしょに走らせて」
と声をかけられて、楽しかったです。
　ウッドカーを作るのも楽しかったけれど、みんなでレースをしたこと
がおもしろくてとても良い経験が出来たと思います。今回の経験で
自信をもつことができました。

おおとね地区　香取第1団　カブスカウト隊｜黒田　隆惺
ウッドカーダービーに参加して

千葉県連盟結成７５周年記念事業式典

　みなさんこんにちは、私たちローバースカウトは、1998年から2006年の間に生まれまし
た。私たちのほとんどがまだ生まれていない1999年に千葉県連盟は50周年を迎え、記念
式典が盛大に行われたと聞いています。それから25年、私たちが大人へと成長していく
中で日本をはじめ世界は変化の激しい時代に突入したと感じられます。2011年には東日
本大震災という未曽有の大災害が発生し、多くの人々が明日への希望を失いかけまし
た。そして2020年には新型コロナウイルスが世界的に猛威をふるい、他の人に会えない
寂しさ、他の人とつながることのできないもどかしさを感じました。 
　こうして私たちローバースカウトが育ってきた社会には 上り坂、下り坂に加え、「まさか」
という坂が登場し、予測困難な時代を迎えました。ですが、どんな時代においても変わら
ない使命が私たちにはあります。
　他の人 に々奉仕することで自らの成長に繋げ、自分自身の将来の目標や社会との関わ
りについて考え、行動することを通じて社会で活躍できる人材に成長していきます。
　私たちが今までに得た体験や知識、技能を基に約120年続いているスカウティングの
火を絶やすことなく幸福な未来のために私たちが力を合わせ世界の課題に挑戦します。
　この２点の実現に向け、私たちローバースカウトの未来宣言といたします。 

未来宣言

令和６年１月５日
　　日本ボーイスカウト千葉県連盟
　　かわかぜ地区　流山第３団　佐藤　想蘭

　僕は、会場の船橋市民文化ホールに着いた時、何か重々しい雰囲気で、とても緊張した気
持ちになりました。
　いざ始まってみると、最初は挨拶などで緊張しましたが、75年分のボーイスカウトと千葉県
の関係の映像や、会場みんなで楽しいダンス、いままでの過去と、これからの未来を宣誓する
未来宣言など、楽しさや７５年分の思いがひしひしと伝わってきました。
　そんな思いを身に感じ、私たちは今動き出し、さらに先に進んで行こうと思います。

なぎさ地区　市川第６団　ボーイスカウト隊｜磯﨑　脩平
千葉県連盟結成７５周年記念式典に参加して

　私は千葉県連盟結成75周年記念式典で未来宣言をさせて頂きま
した。この75周年という喜ばしい時にスカウトとして活動できた事、
代表としてステージ上に立ち未来宣言をする事ができた事、とても
嬉しく思います。
　50周年記念式典から25年経ち、変化の激しい時代に突入したと
未来宣言で話しました。私達にとって記憶に新しい2020年に起こっ
た新型コロナウイルスの影響は計り知れなく、とても大変だったと思
います。緊急事態宣言で活動が自粛され、リモートでの活動やソーシ
ャルディスタンス等で思うように活動ができませんでした。また他に
も沢山の困難が立ちはだかったと思います。しかし、この困難を乗り
越えたからこそ私達は大きく成長することができたと思います。
　未来宣言をし、私は改めて人との繋がり、奉仕の重要性、社会にど
う貢献できるのかを考えることができ、今後の活動をより一層励ん
でいきたいと思いました。また未来宣言をしたからには、この宣言を
実行しこれからの未来にバトンを渡したいと思います。これからも皆
さん、活動を楽しんでいきましょう。

かわかぜ地区　流山第３団　ローバースカウト隊｜佐藤　想蘭
未来宣言

　私は船橋市で開催された「千葉県連盟結束７５周年記念式典」に
参加しました。壇上に上がって発表をするなどあまり経験することが
ないことができ、とても有意義な時間を過ごせました。
　私が一番印象に残っていることは、千葉県連盟が７５年間どのよう
な道を歩んできて、今日この日まで続いてきたのか、映像で観たこと
です。私がボーイスカウトに入団する前はどのようなことが行われ、
その積み重ねによって今の千葉県連盟があることを知りました。今
後、この積み重ねに感謝しながらそして私自身、ボーイスカウト活動
に少しでも貢献したいと思いました。映像を見終わった後、私は日本
アグーナリーに参加した感想を発表しました。人前で発表をしたので
とても緊張しましたが、体験したことを思い出しながら、しっかりと発
表できたので安心しました。
　最後に、この式典を開催してくださった方々に感謝します。人前で
の発表や仲間との交流などとてもよい経験となりました。
この経験を活かして、今後もボーイスカウト活動を頑張りたいと思い
ます。

おおとね地区　銚子第3団　ボーイスカウト隊｜永井　日菜
記念式典に出席して



ウッ
ドカーダービー

　ウッドカーを作ることが決まった時に、糸ノコがなく、滑らかに木が
切れないなと思い、どのような形にしようか考えました。自分は生き物
が好きなので、亀をモチーフにしてウッドカーを作ろうと思いました。
木を切り刻んで亀のこうらのようにくっつけて、作ってみることにしま
した。
デザインを書くのは難しかったです。
　隊長にノコギリや小刀の使い方を教わりました。亀のこうらの部分
を細かく切るのは大変でとても疲れました。活動の時間の中で終わ
らなかったので、色塗りは家でやりました。工夫した所は、色を少しず
つ変えて、亀のこうらを表現しました。完成した時に、自分で「ウッド
亀（カーメ）」と名前を付けたので、愛着がわきました。
　実際にウッドカー予選に出てみて、おおとね地区のスカウト達と交
流できたので良かったです。くまは銚子第3団では自分1人なので、
他の隊のくまと交流ができたのが嬉しかったです。
　実際にウッドカーを走らせてみて、色々なデザインの車があって、
面白かったです。結果が出るのが今から楽しみです。県大会にみん
なで行けるといいな。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜三浦　碧真
ウッドカーダービーに参加して

　２月２日、ぼくはウッドカーダービーに参加しました。最初に車検を
受けました。車検というのは大きさや重さでズルをしていないか検査
することです。ぼくのウッドカーは横の長さがギリギリだったので、
ホッとしました。次に、競技が始まり、ぼくの順番は９番目でした。前の
順番の人は海をモデルにして、きれいでした。距離はだいたい7ｍ
で、予想より遠くに進んで努力が実ったかと思いました。一番良かっ
たのは、色々なデザインのウッドカーを見られたことです。特にいい
なと思ったのは、香取のボーイスカウトの蛇をモデルにしたウッドカー
でした。自分もこんなウッドカーを作りたいと思いました。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜宮内　絃
ウッドカー

　はじめての車づくりでした。車づくり中にケガをするなどいろいろ
大変だったけどなんとかつくることができました。わたしは、どっち
かというとデザインに気をいれました。くまの口のところをけずった
り、カブの青と黄色でぬったりがんばりました。
　ウッドカーダービー当日、名しこうかんの時に6枚も名しをもらえ
ました。くまスカウトがレースをしている時にすごくカッコいい車が
あってかんしんしました。「わたしも負けていられないな」って思いま
した。うさぎスカウトの番になってやってみたら、4ｍも進みました。
2回目も4ｍでした。優勝できたらいいです。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜石毛　ひまり
ウッドカーダービー感想

　くるまをつくるのが楽しかったです。さいしょは、木をきってがん
ばりました。つぎにタイヤをつくりました。そのとき、タイヤをつくっ
ているあいだに、こがたなでゆびをきってしまいました。きったとき
はあまりいたくなかったけれど、あとからほんのすこしだけいたくな
り、そのあと、またいたくなくなりました。こがたなでゆびをきったと
き、みんながしんぱいしてくれて、とてもうれしかったです。つぎにこ
うさくをするときは、もっときをつけます。またこうさくしたいです。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜飯岡　青大
楽しかった工作

　ウッドカーダービーに参加するために、ぼくは先端に、ドリルが付
いている車を作りました。ナイフでちょっとずつ削って先端を丸くし
ました。きれいに丸くすることが難しかったけど、いい感じに仕上が
りました。車体の上にはTNTをのせました。TNTは爆弾です。なぜ
TNTを作ったかというとトンネルの工事現場を再現したくて、僕の
好きなマインクラフトというゲームに出てくるからです。TNTの色を
塗る事が楽しかったです。レースの結果は、1回目は646.2㎝、2回
目は823.6㎝で、15人中4位でした。あと少しだったので悔しかっ
たです。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜苫谷　稜太
ウッドカーダービーに参加して

　ぼくはボーイスカウトのウッドカーダービーに参加しました。ウッド
カーダービーは、自分で作った木の車を走らせて距離を競うレース
です。ぼくは戦争にきょうみがあるので、車のデザインを空母エン
タープライズにしました。
　まず、木のかたまりをノコギリで切りました。木を切るのはとても
大変で手がいたくなりました。細くて短い木を切って、空母の大砲を
作りました。色は本物に近づけるために灰色にぬって、飛行機が発
着できるように甲板に細い線を書きました。タイヤは竹ぐしとスト
ローとペットボトルのふたで作りました。細かいところがとても難し
かったので、隊長に手伝ってもらいながら付けました。
　レース当日、みんなの車を見るととても上手でビックリしました。
レース本番ではぼくのウッドカーは曲がってしまいあまり距離はで
ませんでした。でもぼくは空母のデザインが気に入っているのでデ
ザイン賞を取りたいです。レース以外にも初めて会う他の団のボー
イスカウトの人たちと自己しょうかいカードを渡し合いました。丁ね
いなカードをもらえて嬉しかったです。お昼ごはんをみんなで食べ
たり、とても楽しい1日になりました。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜幸保　一瑳
ウッドカーダービーに参加して

　ぼくのウッドカーは、車輪がうまく回らなかったので、あまりいい
点が取れなかったけれど、走ったのがすごくうれしいです。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜深澤　隆博
ウッドカーダービーに参加して

　私のウッドカーのコンセプトはスピードです。デザインは、柔軟な体
で足の速い「猫」にしました。猫と言っても、ただの猫ではありません。
うちの猫、名は「ココア」、生後１０か月、スタートダッシュは世界一位と
言っても過言ではありません。スピードを速くするために、タイヤに重
り（ねんど）をつけました。私は、今回初めてウッドカーダービーに参
加しました。人がたくさんいて、ドキドキとワクワクで胸がいっぱいで
した。色々なアイデアがつまったウッドカーが見られて良かったと思
いました。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜脇本　優花
猫

　ウッドカーを作る時に、できるだけ遠くに行くように工夫しました。
理由は、木をくりぬいて金属をうめこんで重くしたからです。１回目
走らせた時は、最初の方の人たちが8メートルから9メートルぐらい
走っていたのできんちょうしましたが、ぼくの記録は10メートル7セ
ンチだったので、少しはホッとしました。２回目は、１回目では左に曲
がってしまったので、少し右側に走らせたら、レールにぶつかり8メー
トルしか走りませんでした。できればもう１回やりたかったです。県大
会に出たいです。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜梅田　佳知
ウッドカーダービーに参加して

　2月２日(日)にわたしは、海上キャンプ場の体育館でウッドカー
ダービーに参加しました。他の隊の人のウッドカーは、アイロンビー
ズや貝がらを使っていて、グッドデザイン賞で負けてしまうかと思
いました。次に競技が始まり、うさぎスカウトは最後でした。うさぎ
スカウトの番になり、わたしのウッドカーが一番遠くまで走りました。
わたしは、７mくらい走り、他の隊の人は2ｍから4ｍくらい走ってい
ました。一番すごいと思ったのは、他の隊の黒いスポーツカーです。
本物のスポーツカーみたいでかっこよかったです。わたしのウッド
カーが一番遠くまで走って、うれしかったです。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜宮内　梓
ウッドカーダービー

　ウッドカーダービー地区予選会、がんばったことはウッドカーを
作ったことです。理由は、ノコギリや絵の具を使ったからです。楽し
かったことは、ウッドカーを走らせたこと、ゲームをしたこと、あとは
モップがけです。そして、お昼ご飯はおなかがすいていたので、より
おいしく感じました。閉会式と開会式は少し長かったので、たいへん
でした。けれども、無事終わって良かったです。そして、少しだけ特
別な集会でした。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜高根　璃久
ウッドカーダービーに参加して

　ウッドカーダービーでは、初めて会ったスカウトがたくさんいたけ
ど、何人かときょりをきそっていると、自然と仲良くなれてうれしかっ
たです。また、ウッドカーダービー本番より、その後にしたスカウトと
のきょりきょうそうのほうが遠くまで進んだのは悔しかったです。そ
うさ市のスカウト達のウッドカーのデザインがすごすぎておどろい
て言葉が出ませんでした。（このデザインを自分がやったら1年はか
かるな。）と思ったほどです。銚子第3団のスカウトもきょりが長かっ
たので、（上位に入れるかも？）と思いました。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜石毛　双葉
ウッドカーダービーの感想

　ウッドカーダービーに参加し、僕は作ったときに「かなり上位にい
けるのではないか」と思っていました。なぜかというと、当時僕は、重
い＝長いきょりを進むと思っていました。なので、僕は重めに作りまし
た。ところが、地区予選に行ってみると、ものすごくかるそうな車が
長いきょりを走っていたのです。この体験でかるいほうが長いきょり
を進むことが知れました。またこのような機会があった時にこの反
省を生かしてつくりたいと思います。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜中川原　誠太
不思議なウッドカー

　みんなと一緒にレースができて、楽しかったです。また、みんなで参
加したいです。

おおとね地区　銚子第3団　カブスカウト隊｜小野　陽南太
ウッドカーダービーに参加して

　はじめにウッドカーダービーと聞いて、頭にうかんだのはぼくの大
好きなゲームの車でした。
　車検があるので、大きさや重さに気をつけてかっこいいレーシング
カーになるように木材を選びました。
集会で作った時は、まっすぐに走りませんでした。ペットボトルの
キャップに黒いテープをまいたり、まっすぐな竹ぐしを選んだり、おも
りを付けたり工夫しました。
　信太君がどんぐりをくれたのでレーサーにしようと思い、赤いぼう
しをかぶせて車に乗せました。
　地区予選では、先に長く走らせていた他の団のスカウトもいっしょ
に見守ってくれて、記録の良かった３人でドキドキしながら止まるまで
追いかけました。
　結果は１３ｍで、２人に「すごいね」と言われて僕はとてもうれしかっ
たです。
　レースが終わった後、たくさんのスカウトから「いっしょに走らせて」
と声をかけられて、楽しかったです。
　ウッドカーを作るのも楽しかったけれど、みんなでレースをしたこと
がおもしろくてとても良い経験が出来たと思います。今回の経験で
自信をもつことができました。

おおとね地区　香取第1団　カブスカウト隊｜黒田　隆惺
ウッドカーダービーに参加して

千葉県連盟結成７５周年記念事業式典

　みなさんこんにちは、私たちローバースカウトは、1998年から2006年の間に生まれまし
た。私たちのほとんどがまだ生まれていない1999年に千葉県連盟は50周年を迎え、記念
式典が盛大に行われたと聞いています。それから25年、私たちが大人へと成長していく
中で日本をはじめ世界は変化の激しい時代に突入したと感じられます。2011年には東日
本大震災という未曽有の大災害が発生し、多くの人々が明日への希望を失いかけまし
た。そして2020年には新型コロナウイルスが世界的に猛威をふるい、他の人に会えない
寂しさ、他の人とつながることのできないもどかしさを感じました。 
　こうして私たちローバースカウトが育ってきた社会には 上り坂、下り坂に加え、「まさか」
という坂が登場し、予測困難な時代を迎えました。ですが、どんな時代においても変わら
ない使命が私たちにはあります。
　他の人 に々奉仕することで自らの成長に繋げ、自分自身の将来の目標や社会との関わ
りについて考え、行動することを通じて社会で活躍できる人材に成長していきます。
　私たちが今までに得た体験や知識、技能を基に約120年続いているスカウティングの
火を絶やすことなく幸福な未来のために私たちが力を合わせ世界の課題に挑戦します。
　この２点の実現に向け、私たちローバースカウトの未来宣言といたします。 

未来宣言

令和６年１月５日
　　日本ボーイスカウト千葉県連盟
　　かわかぜ地区　流山第３団　佐藤　想蘭

　僕は、会場の船橋市民文化ホールに着いた時、何か重々しい雰囲気で、とても緊張した気
持ちになりました。
　いざ始まってみると、最初は挨拶などで緊張しましたが、75年分のボーイスカウトと千葉県
の関係の映像や、会場みんなで楽しいダンス、いままでの過去と、これからの未来を宣誓する
未来宣言など、楽しさや７５年分の思いがひしひしと伝わってきました。
　そんな思いを身に感じ、私たちは今動き出し、さらに先に進んで行こうと思います。

なぎさ地区　市川第６団　ボーイスカウト隊｜磯﨑　脩平
千葉県連盟結成７５周年記念式典に参加して

　私は千葉県連盟結成75周年記念式典で未来宣言をさせて頂きま
した。この75周年という喜ばしい時にスカウトとして活動できた事、
代表としてステージ上に立ち未来宣言をする事ができた事、とても
嬉しく思います。
　50周年記念式典から25年経ち、変化の激しい時代に突入したと
未来宣言で話しました。私達にとって記憶に新しい2020年に起こっ
た新型コロナウイルスの影響は計り知れなく、とても大変だったと思
います。緊急事態宣言で活動が自粛され、リモートでの活動やソーシ
ャルディスタンス等で思うように活動ができませんでした。また他に
も沢山の困難が立ちはだかったと思います。しかし、この困難を乗り
越えたからこそ私達は大きく成長することができたと思います。
　未来宣言をし、私は改めて人との繋がり、奉仕の重要性、社会にど
う貢献できるのかを考えることができ、今後の活動をより一層励ん
でいきたいと思いました。また未来宣言をしたからには、この宣言を
実行しこれからの未来にバトンを渡したいと思います。これからも皆
さん、活動を楽しんでいきましょう。

かわかぜ地区　流山第３団　ローバースカウト隊｜佐藤　想蘭
未来宣言

　私は船橋市で開催された「千葉県連盟結束７５周年記念式典」に
参加しました。壇上に上がって発表をするなどあまり経験することが
ないことができ、とても有意義な時間を過ごせました。
　私が一番印象に残っていることは、千葉県連盟が７５年間どのよう
な道を歩んできて、今日この日まで続いてきたのか、映像で観たこと
です。私がボーイスカウトに入団する前はどのようなことが行われ、
その積み重ねによって今の千葉県連盟があることを知りました。今
後、この積み重ねに感謝しながらそして私自身、ボーイスカウト活動
に少しでも貢献したいと思いました。映像を見終わった後、私は日本
アグーナリーに参加した感想を発表しました。人前で発表をしたので
とても緊張しましたが、体験したことを思い出しながら、しっかりと発
表できたので安心しました。
　最後に、この式典を開催してくださった方々に感謝します。人前で
の発表や仲間との交流などとてもよい経験となりました。
この経験を活かして、今後もボーイスカウト活動を頑張りたいと思い
ます。

おおとね地区　銚子第3団　ボーイスカウト隊｜永井　日菜
記念式典に出席して


